
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 日 曜 行 事 

1 水 始業式 安全指導 ４時間授業 16 木  

2 木 給食始 児童面談 ４時間授業 17 金 学力調査６年 避難訓練 

3 金 児童面談 ４時間授業 18 土  

4 土  19 日  

5 日  20 月 敬老の日 

6 月 オンライン授業１～４ｈ  児童面談 21 火 学力調査４年 

7 火 オンライン授業１～４ｈ  児童面談 22 水  

8 水 オンライン授業１～３ｈ  児童面談 23 木 秋分の日 

9 木 オンライン授業１～５ｈ  児童面談 １年計測 24 金 

土 

学校公開週間始（新１年保護者） 

10 金 オンライン授業１～５ｈ  児童面談 25 土 
土曜学校公開 ３時間授業 

道徳授業地区公開講座・講演会  

11 土  26 日  

12 日  27 月  

13 月 委員会 28 火  

14 火  29 水  移動教室前健診６年 

15 水 学力調査５年  30 木 学校公開週間終 移動教室６年(10/1まで) 

９月の生活目標 「気持ちのよい ことばを つかおう（ありがとう ごめんなさい）」 

○スールカウンセラーの安田先生の来校日は９月９日（木）、１６日（木）、３０日（木）です。 

※新型コロナ感染症拡大による緊急事態宣言が延長された場合など、１３日以降の予定が変更になることがあります。 
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西東京市立谷戸小学校 校長 伊藤 正明 

 

子どもの やる気を 育てます！ 

大人の背中を見て育つ 
校長 伊藤 正明 

例年２学期の中盤位から、各クラスは、担任のカラーに染まってきている傾向が感じられます。そ

れは、毎日の生活の中で、無意識に担任が良しとすることにクラスのみんなが傾くからです。それは、

もちろん家庭でも同様です。言語の獲得や善悪の判断等子どもたちは、大人の姿から見て学び経験を

重ねて学んでいきます。 

例えば子どもが転んだ時に、「うわー大変！大丈夫？」と心配や不安の様子を大人がしていると、子

どもは「転ぶことは大変なことなんだ」と学んでいきます。反対に「手をついて転んで偉かったね」

などと心配や不安ではなく、ほめ言葉を伝えていたとしたら、「転んだときに手をつくことは、大切な

んだ」と学んでいきます。 

我が子が幼児のころ、父親といつもの公園に遊びに来ている同じ保育園のクラスの子がいました。

ボール投げをして遊んだ後、親子で砂と土の地面にお絵描きをして楽しそうに遊んでいました。聞く

と、家でも一緒にお絵描きをして遊ぶことがあると言っていました。その子が小学生のころには、絵

を描くことも好きな子になっていました。 

このように子どもたちは、大人の姿や友達の姿を見て、また自ら体験し、読書などから疑似体験す

る中で、さらには、大人の行動やさりげなくかけている声掛けをもとに様々なことを感じ学んでいき

ます。「子どもは大人の背中を見て育つ」を心にとめつつ、教職員一同、前を向いて学びを止めず進ん

でいきます。 
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谷戸小学校では、この５つの資質に基づいて各学年で取組を進めています。 

「日本人としての自覚と誇り」 

１年生 「昔遊び体験」 

「日本人としての自覚と誇り」 

２年生 「絵手紙体験」 

「日本人としての自覚と誇り」 

３年生 「日本文化を調べよう」 

「ボランティアマインド」 

４年生 「緑のカーテン」 

    「環境問題」 

「スポーツ志向」「障害者理解」 

「豊かな国際感覚」 

５年生 「オリンピックを知ろう」 

    「タグラグビ―体験」 

    「外国の国々を調べよう」 

「スポーツ志向」「障害者理解」 

６年生 「パラリンピックについ

て調べよう」 

     

他にも、クリーンデーや地域・校内での挨拶など身近なところでのボランティア活動、他教科と関連

付けながらオリンピック・パラリンピック教育を進めていきます。 

７月には予定されていたオリンピック観戦が中止になり、その代替の活動として、日本とオランダの

アスリートに応援メッセージを送る取組を３つ行いました。 

①各クラスで応援の色紙を作成。 

②代表委員会による応援メッセージ動画作成。 

③模造紙に 12文字のメッセージを書き、学校（教室）窓の外側に向けて発信する（北校舎の公園側の２

階の窓、谷戸新道側のフェンスに掲載）。 

以上の３つの取組を行いました。一人一人思いのあるすてきなメッセージになりました。 

 これらは、ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。 

 

コロナ的状況下で、様々な感染症対策は、感染症罹患者の激減や保健室来室者数の減少など大きな

成果がありました。反面、体力・運動能力の低下や心身への影響など、子どもたちの健康に様々な課

題が出てきているように感じます。 

 今年度、本校では体力・運動能力向上のために以下のことに取り組んでいます。 

校庭にあった土管や丸太・雲梯を活用して「ヤスケ」という新しい遊びの場を作成しました。休み

時間には、多くの児童が「完全制覇スペシャル」を目指して挑戦しています。 

次に、体育の時間にコオーディネーショントレーニングを取り入れます。脳と体幹に刺激を与える

ことで、身体をスムーズに動かせるようになることをねらいとしています。 

また、生活習慣の改善として、「げんきいっぱいカード」の取組を継続します。免疫力を上げるため

にも、生活習慣は大切です。この取り組みを通して、「早起き・早寝・朝ごはん」や「遊びや運動の習

慣化」、朝・夜の歯みがきで「歯予防の意識を高める」など生活習慣の改善を図るきっかけにしたいと

考えています。 

 

  

 

 谷戸小のオリンピック・パラリンピック教育 

谷戸小の健康教育 

東京都オリンピック・パラリンピック教育のポイント 

１．知識の習得だけでなく、体験や活動を通じて学びを深めていく。 

２．各学校の特色ある教育活動を家庭や地域を巻き込む取組に発展させ、レガシーとして残してい

く。 

「ボランティアマインド」、「障害者理解」、「スポーツ志向」、「日本人としての自覚と誇り」、「豊か

な国際感覚」の５つの資質を育むとともに、共生・共助社会の実現を目指しています。 

東京都教育委員会 「東京都オリンピック・パラリンピック教育」より抜粋 


